
水道料金の基本料金を２か月間

無料化

～令和７年６月検針分から実施～

令和７年４月２日



令和７年６月から同年７月に検針し料金が確定する２か月間対象期間

津市と給水契約をしている全ての水道使用者（官公庁除く）

対象件数 約１３万７千件 （見込み）

対 象 者

◼ 物価高騰の影響を受けている市民や事業者の皆さまの経済的
負担を軽減するため、物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金を活用して、水道料金の基本料金を２か月間、無料に

◼ 無料化に関しての申請手続は不要

事 業 費 約２億８千万円（見込み）

水道料金の基本料金無料化の概要



対象期間

検針月 検針日
納期限

（口座振替日）
無料化対象期間

６月

1日〜 ６日 ６月３０日（月）
４月検針の翌日から
６月検針日までの
２か月間

１０日〜１６日 ７月 ８日（火）

２０日〜２６日 ７月１８日（金）

７月

1日〜 ６日 ７月２８日（月）
５月検針の翌日から
７月検針日までの
２か月間

１０日〜１６日 ８月 ８日（金）

２０日〜２６日 ８月１８日（月）

◆令和７年６月から同年７月までの間で検針により料金が確定する２か月間
の基本料金を無料化

※対象期間分の水道料金及び下水道使用料から水道の基本料金を除いた額を請求させていた
だきますので、無料化について手続の必要はありません。



メーターの口径
対象件数
（見込み） ①

２か月分の基本料金
（税込み） ②

２か月分の無料化料金
（見込み） ①×②

１３ｍｍ ８３，８３０件 １，３４２円 １１２，４９９，８６０円

２０ｍｍ ４９，９２１件 ２，６６２円 １２５，９４５，８７５円

２５ｍｍ ２，５７９件 ４，３７８円 １１，２９０，８６２円

３０ｍｍ ３２５件 ８，４４８円 ２，７４５，６００円

４０ｍｍ ７０８件 １５，７７４円 １１，１６７，９９２円

５０ｍｍ ３１９件 ２４，７９４円 ７，９０９，２８６円

７５ｍｍ ６０件 ５５，７７０円 ３，３４６，２００円

１００ｍｍ １２件 １１８，００８円 １，４１６，０９６円

１５０ｍｍ ３件 ２８７，２３２円 ８６１，６９６円

２００ｍｍ ２件 ５０９，９８２円 １，０１９，９６４円

合計 １３７，７５９件 ー ２７８，２０３，４３１円

対象予定件数・金額



上下水道管理局 営業課
〒514-0073 津市殿村５番地
ＴＥＬ：059-237-5805
ＦＡＸ：059-237-5819

問い合わせ



令和７年４月から

『帯状疱疹ワクチン定期接種』スタート

令和７年４月２日



帯状疱疹の特徴と症状

帯状疱疹は、過去に水痘（水ぼうそう）にかかった時に体の中に
潜伏したウイルスが、加齢や疲労により免疫が低下した際などに、
ウイルスが再活性化することで発症する疾病

疾病の特徴

症状

７０歳代で発症する人が最も多い

かゆみや痛みを伴う水疱（水ぶくれ）が、神経に沿って体の左右どちらかに
帯状に出現

合併症の一つに皮膚の症状が治った後にも痛みが残る「帯状疱疹後神経痛」
があり、日常生活に支障をきたすことも

帯状疱疹やその合併症はワクチンによって予防でき、
令和７年度から、帯状疱疹ワクチンが定期接種化



帯状疱疹ワクチンの種類

■帯状疱疹ワクチンは２種類あり、いずれか１種類を接種

①生ワクチン ②組換えワクチン

接種方法 皮下に接種 筋肉内に接種

接種回数・間隔 １回 ２回
（２か月以上の間隔をあける）

ワクチンの
予防効果

１年後 ６割程度 ９割以上

５年後 ４割程度 ９割程度

１０年後 ー ７割程度

※合併症の一つである、帯状疱疹後神経痛に対するワクチンの効果は、接種後３年時点で、生ワクチンは
６割程度、組換えワクチンは９割以上と報告されています。



令和７年度帯状疱疹ワクチン定期接種①

対象者

定期接種の対象となるのは生涯で決められた１年間だけです。
接種機会を逃さないようご注意ください。

1. 年度内に６５歳を迎える方

2. 接種当日に６０～６４歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の
障害があり、日常生活がほとんど不可能な方

＜経過措置対象者＞
3. 令和７年度から令和１１年度までの５年間の経過措置として、その年度に
７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳になる方も対象

4. 令和７年度に限り、１００歳以上の方は全員対象

接種期間 令和７年４月１日（火）から令和８年３月３１日（火）まで

自己負担額

①生ワクチン ２,６００円

②組換えワクチン ６,６００円（２回とも１回あたり）
※自己負担額は接種費用に対して３割程度に設定
※生活保護受給者は無料

【参考】標準的な接種費用
生ワクチン ８,８６０円
組換えワクチン ２２,０６０円/回

（厚生労働省資料より）



令和７年度帯状疱疹ワクチン定期接種②

三重県内の接種協力医療機関
接種場所

予診票

その他
定期接種対象外の方は全額自己負担での任意接種となります。
料金等詳細は医療機関にお尋ねください。

接種の受け方
① 接種協力医療機関にご予約のうえ、ご自宅に届いた予診票等をお持ち
になり、接種を受けてください。

② 組換えワクチン２回目用の予診票は医療機関でお受け取りください。

接種時の
持ち物

⚫ 本人確認書類（マイナンバーカード、健康保険証、資格確認書など）
⚫ 予診票
⚫ お持ちの方は健康手帳（市内の各保健センターで無料交付）
⚫ 被保護証明書（生活保護受給者）

対象となる年齢の方に令和７年４月２３日に発送
※６５歳及び７０歳以降の５歳刻み年齢の方や１００歳以上の方に発送します。

※発送までに予診票が必要な対象者の方は、健康づくり課までお問い合わせください。

※市内の接種協力医療機関（１４４機関）は市ホームページでご確認いただけます



問い合わせ

健康福祉部
健康づくり課
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3310
ＦＡＸ：059-229-3346



津駅西口駅前広場基本計画を策定

令和７年４月２日

整備イメージ

～ 令和７年度は詳細設計を実施 ～



津駅西口駅前広場の課題

駅前広場の混雑解消・危険回避が喫緊の課題

津駅西交差点付近の県道沿いに
バス停があり交通渋滞が発生 歩行者空間の不足による混雑

駅舎エレベーター前
の歩道が狭い公共交通と一般送迎車の錯綜



津駅西口駅前広場基本方針及び以下の条件に基づき配置を計画

▶ 駅利用者のための整備を基本
▶ 公共交通（路線バス・タクシー）を優先
▶ 西口駅前広場の既存公共用地内で計画

⚫ 公共車両（バス・タクシー）と私的車両（送迎者等）の分離

⚫ 乗降場所及び歩行者動線の最適化

⚫ 必要最低限の施工で最大限の効果を得られる即効性のある対策を実施

⚫ 津駅東口の再編や東西自由通路の整備を見据え、連続性のある施策を展開

津駅西口駅前広場配置計画の検討経緯 《基本方針策定》

安全性と利便性を確保した交通流動の秩序化

即効性かつ連続性のある西口駅前広場の再編１

２

津駅西口駅前広場基本方針（令和５年９月）



◆ 駅利用者・市民等への意見募集を４回実施し、計７３６件のご意見を受け付け
◆ 津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議を５回実施

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議、駅利用者・市民等からの意見を
踏まえ、配置計画をバージョンアップ（津駅西口駅前広場基本方針に沿った意見を反映）

津駅西口駅前広場配置計画の検討経緯 《配置計画改訂》

【津駅西口駅前広場配置計画の改訂】

件数 反映した主な意見

第１回 ３８９件

・一般送迎車の乗車や待機場所を増やすべき
・駅舎近くに一般送迎車の降車場が必要
・歩道の拡幅が必要
・身体障がい者用の乗降場が必要

第２回 １３６件
・一般送迎車乗車・待機場への横断位置が危険
・分煙スペース、休憩場所の整備が必要

第３回 ９３件
・一般送迎バス等の乗降スペースにも配慮すべき
・歩行空間やバス待ち空間には屋根が必要

第４回 １１８件
・東西自由通路を整備する際は手戻りが生じないようにすべき
・一般送迎車乗車・待機場への横断箇所の安全対策が必要
・一般送迎車乗車・待機場内の入出庫時に緑地帯が影響する

■ 意見の件数と主な内容



津駅西口駅前広場基本計画 （配置計画図）

路線バス降車場

タクシー待機場

タクシー乗車場

分煙スペース

津西高校行き路線バス乗車場
【営業運行時間(7:20～8:40)外
は一般送迎バス等と共用利用】

路線バス待機場

タクシー待機場

一般送迎車・タクシー降車場 （４台）
【 ：身体障がい者乗降場 １台分含む】

荷下ろし場

路線バス乗車場

一般送迎車乗車・待機場 （１６台）

休憩場所

：第４回意見募集を踏まえた変更点
・歩行者横断箇所にイメージハンプを設置
・一般送迎車・乗車待機場緑地帯の構造変更



【防災・安全】
⚫ 冠水に対応するための駅前広場の排水処理改善

⚫ 路面標示による動線誘導、安全対策

【回遊性・賑わい等】
⚫ 分煙スペースの設置による副流煙への配慮
⚫ 駅前広場南側への休憩場所の確保

⚫ 新型モビリティの導入による交通拠点としての機能向上

【環境】
⚫ シェルター上部や照明灯への太陽光発電施設の活用などの再生可能
エネルギーの導入

【その他】
⚫ 東西自由通路整備やペデストリアンデッキの整備を見据えた対応（施設

配置、仕様）
⚫ 維持管理やランニングコストを考慮した対応

津駅西口駅前広場基本計画



津駅西口駅前広場配置イメージ （南東側から）



津駅西口駅前広場詳細設計（事業費３,２００万円）

※都市・地域交通戦略推進事業（国費率１/３）を活用（予定）

今後のスケジュール

令和７年度

津駅西口駅前広場工事着手

＜実施内容＞

津駅西口駅前広場基本計画に基づき、現地測量、各施設の仕様や
配置等の詳細な検討を行い、工事発注に必要な資料（各種図面、
数量計算書、施工計画書など）を作成

■ 詳細設計時に配慮する事項

・東西自由通路の柱や階段の設置を想定して設計
・東側歩道空間の屋根等の構造物は簡易な構造で整備

令和８年度



４月１日からシェアサイクル実証実験をスタート

この機会に是非お試しください！

※令和７年４月１日に津駅前で利用促進と
安全啓発のためのチラシを配布しました

されている様子の写真

事業者によるキャンペーンがスタート



問い合わせ

建設部建設政策課
建設政策・津駅周辺道路空間整備担当
〒514-8611 津市西丸之内23番1号

ＴＥＬ ：059-229-3194
ＦＡＸ ：059-229-3345

E‐Mail：229-3196@city.tsu.lg.jp
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